
 

 
 
 
 
 

Tamano Rotary Club 
Weekly Bulletin 

（第 2551 回例会） 
 

前回（10月7日）例会記録 

 

 
会員総数 30 名 出席者数 26 名 欠席者数 4 名 出席率 86.67％ 

欠 席 者 林君、井上君、島田君、富永君 

会長挨拶 クラブ協議会（クラブアッセンブリー）について 

幹事報告（幹事報告の詳細、他クラブの週報、例会変更通知は例会場後方の閲覧場所にて閲覧下さい） 

・菊池DG事務所より、①地区大会表彰についての連絡と関係書類が届きました。 

②地区大会本会議の留意事項が届きました。参加者に配布しております。 

・国際RI日本事務局より、①地域社会の経済発展月間リソースの案内と新型コロナウイ

ルス警戒レベル引き下げに伴う日本事務局事務所再開にお知らせが届きました。回覧

をご覧ください。②2020年10月RIレート1ドル＝105円です。 

・地区RI財団事務所より、①2020-21年度臨時費使用のプロジェクトの募集が届きまし

た。②オリコロータリーカード実績・玉野RCの取得率は41.4％です。 

・ロータリーの友事務所より、新型コロナウイルス感染症に関する友事務所対応に件が

届きました。回覧をご覧ください。 

・米山記念奨学会より、10月米山月間資料が届きました。事業報告書・決算報告・米山

学友の群像は回覧をご覧ください。豆辞典は配布しております。 

・米山梅吉記念館より、①館報・賛助会ご入会のお願い・冊子のパンフレットが届きま

した。回覧をご覧ください。②米山梅吉記念館の募金箱を回します。ご協力ください。 

・幹事・事務局より、①例会変更・取りやめのお知らせが届きました。回覧をご覧くだ

さい。②地区大会登録料の案内を配布しております。入金をお願いします。③本日、

理事役員会を開催いたします。その後、IM実行委員会の合同会議があります。④来週

10月14日はガバナー補佐訪問例会を開催いたします。 

 

 

委員会報告 

・インターネット雑誌・広報…ガバナー月信の紹介 

プログラム 「米山記念奨学会事業紹介」 中谷 勤君 
 

お  知  ら  せ 

◎スマイル ・藤田君・藤原君・東川君・小林君・三谷君・中谷君・西岡君・多田野君・

谷口君・谷君－ご入会歓迎いたします。よろしくお願いします。 

 ・藤田君－結婚・誕生月。 ・東川君－結婚月。 

 ・川口君－小林さん、ありがとうございました。夫婦水入らずで楽しい時を 

過ごされてなによりです。誕生月です。 

 ・小林君－川口さん go-to お世話になりました。先週、槌田ガバナー補佐の 

随行で旭川 RC に行きました。旭川 RC さんから沢山学びました。  

 ・中谷君－瀬戸カンご利用ありがとうございます。10 月は米山月間、本日卓

話です。米山梅吉記念館の募金をお札でお願いします。 

 ・多田野君－井上さん先週はありがとうございました。結婚月です。  

 ・谷口君－藤原様、先日の山陽新聞掲載ご苦労様でした。 

 ・安江君－日本の RC 創立記念月。1920年 10 月東京 RC100 周年です。瀬戸大

橋カントリークラブさん、しばらくお世話になります。食事楽し

みにしています。中谷委員長様、宜しくお願い致します。 

 ・山田(耕)君－谷 SAA 殿、例会を 3 回連続休みました。約束通りピンクのス

マイル 3 枚です。 

◎10月14日のメニュー 蓮根饅頭・鰆柚庵焼き・鯵南蛮・茶碗蒸し・御飯・香物・味噌汁 

コーヒー 

******************************************************************************* 

第 4 回理事役員会議事録 10月 7 日 

1．新入会員候補者について 

  ⇒ 宇野港土地社長 宮原一郎氏 承認、次回の例会時紹介 

2．10 月 14 日クラブアッセンブリーの内容 

  ⇒ 戦略立案会議を開催することで承認 

3．地区補助金事業について 

  ⇒ 寄贈式と促進事業の詳細について説明・了承 

4．宮原浩平元会員の感謝状と名誉会員について 

  ⇒ 感謝状のみ承認 

5．2022-23 年度会長選出 

  ⇒ 中谷 勤 会員を推薦することで了承 

    次回例会時に承認を採る 

6．新入会員の入会条件について 

  ⇒ 10 月 14 日のクラブアッセンブリーで改めて議論する 

本日（10月14日）のプログラム 

「槌田正則ガバナー補佐訪問例会」 ······ 於：瀬戸大橋カントリークラブ 

来週（10 月 21 日）の予定 

「菊池ガバナー ビデオメッセージ」 ······················ 三谷尚三君 


